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２００６．２．５徳探通信
１月２２日（日）の小原海岸探索についての報告書です。

■参加隊員

松本，松村，松下，竹之下，串崎，村田，玉利 計７名

調査地点のほぼ全景です 出発前の記念撮影

海岸へ下りていきます ロープがあるから安心です

露天のリムストーン それよりポイントの方が興味あります
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別の日に撮影した

通称

「小原の滝」

休憩地点「サロン・ド・タマリ」

「小原温泉」跡 実際は温泉でなく，海水を

そして記念撮影 塩溜まりで暖めたものだったらしい。

そこからまた登り 住居跡発見

今回の最終地点 ポンプ室跡

だれかが 「不発弾」と言いましたがプロパンボンベでした，
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そこで見つけた８００万円の壺 持って帰ることになり

こうです。無茶する 帰る崖の途中 休憩中

あと少し 到着，お疲れ様

あとは，家に入れてもらえるかですが，

「あいつなら解ってくれる！」と自信満々

と，今回の探検は以上でしたが，

次回の探検先は未定です。

初代会長のように引き出しが少ないので

隊員の皆さんからの情報お待ちしています。
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★引き出し
今現在の自分が考えている探検地点です。

①美名田の滝

美名田山の麓にあります。

沢を登っていくので濡れる覚悟が必要。

でも１５分ぐらいでいけるのでちょっと短い

②犬田布岳

２／４調査で登りました。

出発時間が遅かったことと磁石を持たずに入るという暴挙のために

結局頂上までいけず，さらに帰り道で遭難しかけるハメとなり少しトラウマです。

←いかにもなキノコ

苔の道

全会長の足跡→

③三京林道～井之川岳～母間ガナシ～母間ルート

昨年の３月に連れて行ってもらったルートです。

登りルートがやや道が無く

犬田布岳の件で少し自信がなくなりました。


